
学修証明プログラムは、主専攻の学修と並行して、自分の専攻に関係するあるい

はそれ以外の内容を体系的に学ぶことにより、社会的な課題に応える知識・技能・

態度・行動力を兼ね備えた人材（イノベーター）を目指す大学院生を対象とするプロ

グラムです。

多文化共生社会問題の最先端の研究・実践を
リードする「未来共生イノベーター」を育成
するプログラム

大阪大学「学修証明プログラム」 人間科学研究科

Revitalizing and Enriching Society through
Pluralism, Equity, and Cultural Transformation

2021年度
プログラム
履修生募集

プログラム履修者上限：１０名程度

➡登録希望者は、info@respect.osaka-u.ac.jpまでご連絡ください。
プログラム申請書をデーター形式で送付します。

令和３（2021）年度春学期プログラム申請期間
4月８日（木）〜16日（金）13時
※場合によっては期間が延期されます



当プログラム履修生の際だった特徴（大学からの評価）

①現実社会と理論社会をつなげて理解することができ、
現実を変革しようとする態度や行動力を有している。

②多様な現場での実践的体験を蓄積させていく中、傾聴を
はじめ、共感力（empathy)を持ち、協働するファシリ
テータとしての力を有している。

③これらを総合した広い視野と柔軟な考え方を持ち、自分
の殻を常に破っていく力（突破力）を有している。

フィールドリテラシー

グローバルリテラシー 政策リテラシー

コミュニケーションテラシー

さまざまな違いを有する他者と、
コミュニケーションを構築する力

多様な実践の現場で、関係性を
切り拓き、課題解決に向けて行
動する力

社会の諸現象をグローバルな視
点から読み解き、解決策を導き
出す力

多文化共生社会の実現に対して、
さまざまなレベルでの政策を立
案できる力

共生社会論特講Ⅰ
国内外における文化的・社会的多様性の
もとでの共生社会のあり方の探求を、政
策論的な視座から、幅広い講師陣による
オムニバス形式の授業のなかで展開する。

福島スタディーツアー:原発事故の
被災地の「今」を知り、聴き、考える

未来共生セミナー「『共
に生きる不自由』表現者
との対話」をあいちトリ
エンナーレで活動した
アーティストと対話型で
実施

公共サービス・ラーニング特定演習

身近にある「共生の諸課題」を見いだ
すために、半年間にわたって、週に１
日、関西圏の行政、研究機関、NPO等
の現場に出向き、実務家のもとで学ぶ。

必修カリキュラム

東日本大震災の被災地である岩手県野田村
に実際に出向き、地域の人々と対話するな
かで、地域復興に向けたコミュニティの諸
課題とその解決に向けての糸口を探る。

プログラムから生み出されるさまざまな社会的活動

コミュニティ・ラーニング特定演習

問い合わせ先

大阪大学 人間科学研究科 未来共生プログラム事務室

〒565-0871 大阪府吹田市山田丘1番2号 人間科学研究科東館1階 E105

TEL: 06-6105-6490        FAX: 06-6105-6490

大阪大学「学修証明プログラム」 人間科学研究科

現代社会では、人・モノ・カネ・情報が絶え間な
く、しかも迅速かつ大量に行き交っています。少
子高齢化、自然災害の頻発、世界的な感染症の流
行、多様な価値の衝突など人々の生活を揺るがす
様々な社会問題が浮かび上がってきており、「多
文化共生社会の実現」というテーマが解決を要す
る喫緊の課題となっています。プログラムではこ
の課題に応える実践家かつ研究者を育てます。

グローバル化が進行し、様々な課題を抱える世界
の中で、多様な他者に対する深い理解と敬意を
もって現場に寄り添うと同時に、俯瞰的な観点を
身につけ、ローカル、ナショナル、グローバルす
べての次元において多文化共生社会の実現に貢献
できるイノベーティブな人材を養成します。

多文化共生社会の推進という課題に取り組むグローバルリーダーを育成
するために、フィールド、グローバル、政策、コミュニケーションの４
つのリテラシーからなる「多文化コンピテンシー」の獲得を目指します。

2020年10月 植物ゆずりますの会

株式会社リバネスの実践から学ぶ
多文化 TEAM BUILDINGの企画・実施
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プログラム履修生を囲んプログラム履修生を囲ん
だ仲間づくりも！

プロジェクト・ラーニングで関西NGO協議会
とワークショップ「COVID-19で浮き彫りに
…国際課題『外国人差別』とは?～若者たち
で国際課題と向き合う～」をオンラインで企
画・実施


